
 

令和６年度 通所リハビリテーション 事業計画（案） 

基本方針 ・安心と信頼 

・笑顔とチームワーク 

重点項目 高齢者事業 

２０２４年介護・医療保険の同時改定が実施され、さらなる厳しい経営状

況が予想されている。地域に選ばれる通所リハビリテーションになるために、 

① 「恵の杜通所リハビリテーションを地域の方にもっと知ってもらう」 

令和５年度は地域ケア会議や瀬谷区居宅介護支援事業所の集まりケアマネッ

トに参加するが、恵の杜は知られていなかった。 

令和６年度は積極的に営業活動、地域交流を行い、困った時は「恵の杜通所

リハビリテーション」言われるぐらい地域の方にアピールしていきたい。 

② 「通所リハビリテーションとしてリハビリ特化型をめざす」 

タイムスケジュールの見直しを実施。（リハ課と連携）  

マンツーマンリハビリと機械トレーニングだけではなく、心身機能の改善を 

はかるため、健康体操の内容の充実、隙間時間の活用、自主トレの習慣化 

などセラピストに「してもらうリハビリ」からご利用者自ら実施「するリハ

ビリ」へ転換していく。 

③ 恵の家から恵の杜（藤ユニット）へ移動する入所者が安心して生活がで 

き、異動してくる職員が以前と変わりなく、安心して働ける環境作りを通所

として連携していきたい。（入浴、昼食配膳等のお手伝い） 

年間利用延べ人数目標： ６，３００名  年間収支：６，８００万円 

（1日一人当たり金額：約１０，８５０円。1日平均稼働率は９５％に相当。） 

年間平均稼働率目標（1日平均目標人数） 

最低：９１．５ ％（２２名） 最高：２４名 （２４名） 

年間稼働目標 ２３名（９５．８％）／ ２４名（目標 ２３／２４定員）  

4 月 ２３／２４名 ９５.８％ 10月 ２３／２４名 ９５.８％ 

5 月 ２３／２４名 ９５.８％ 11月 ２３／２４名 ９５.８％ 

6 月 ２３／２４名 ９５.８％ 12月 ２３／２４名 ９５.８％ 

7 月 ２３／２４名 ９５.８％ 1 月 ２３／２４名 ９５.８％ 

8 月 ２３／２４名 ９５.８％ 2 月 ２３／２４名 ９５.８％ 

9 月 ２３／２４名 ９５.８％ 3 月 ２３／２４名 ９５.８％ 
 

 

稼働目標 

（利用見込） 

月平均２３名以上 

月５７０万円以上を目指す。 



 

予算 

 

 

 

基本、職員について適切な配置になるよう収入と支出のバランスを見なが

ら理事長、本部長、事業部長と考えていくが必要最低人数は確保していく。 

また、加算につい２０２４年介護報酬の改定を考慮しながら、算定できる 

加算は積極的に算定していく。 

リハビリに消極的なご利用者ではなく、積極的にリハビリに取り組んでくれ

るご利用者を優先的に利用に繋げていき、稼働維持、向上を目指す。 

事業内容 加齢や疾病などで要支援または要介護の状態になった高齢者が可能な限り

居宅において自らの能力に応じて自立した生活が営めるよう、病院や介護老

人保健施設に通ってリハビリテーションを行い、心身機能の向上や生活機能

の向上を図る介護保険のサービス 

①営業日：月～金（年末年始（１２／３１～１／３を除く） 

②提供時間：９：４５～１６：００③定員２４名 

サービス内容 

（支援内容） 

送迎、入浴、リハビリ、昼食の提供 

その他 季節に応じたレクリエーションの提供 

管理体制 

（組織図） 

大内施設長（介護老人保健施設 恵の杜 施設長兼務） 

            ↓ 

 秋元所長代理（管理業務、相談業務、介護業務など） 

            ↓ 

 菅野副所長（相談業務、介護業務など）             

年間行事 4 月 お花見 

5 月 端午の節句 

6 月 おやつレク（おはぎ） 

7 月 お祭り 

8 月 おやつレク（かき氷） 

9 月 敬老の会 

10月 文化祭 

11月 おやつレク（焼き芋） 

12月 クリスマス会 

1 月 お正月遊び 

2 月 節分 

3 月 おやつレク（ケーキ作り） 
 

その他  


